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図2. 正しい電源接続

はじめに
高い可用性を要するシステムには、冗長性をもたせてシステム
の信頼性を高めるため、デュアル・フィード分電方式を採用す
ることがよくあります。OR接続ダイオードが負荷ポイントで
電源を結合します。ショットキー・ダイオードは損失が小さい
ので最もよく使われます。MOSFETベースの理想ダイオード
は電力損失が小さいので、ショットキー・ダイオードと置き換
えて使うと、熱レイアウトが簡単になり、システム効率が改善
されます。－48V/5Aのデュアル・フィード・アプリケーション
で入力を結合し、電源に戻すLTC4355とLTC4354を図1に
示します。このソリューションは電力損失をショットキー・ダ
イオードを使ったときの6WからMOSFETを使ったときのわ
ずか1.1Wに減らします。

2個の電源ソースと4つの電源接続箇所があるので、多様な
誤配線の可能性があります。誤配線の可能性は小さいとは
いえ、下流のカードがこのような誤配線に耐えるように設計
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図1. －48V理想ダイオードOR

されていないと損害が大きくなります。誤配線には逆極性や
交差フィード接続が含まれます。これに配慮して、回路設計
者は普通ディスクリート・ダイオードのソリューションを使っ
てこのような事故に対して保護します。アクティブ理想ダイ
オードが同様の保護を与えることは重要です。

誤接続の種類
正しい電源接続を図2に示します。RTNAとRTNBは、
RGNDで表されている安全グランドへのコモン接続のおかげ
で、電位が接近しています。

図3は逆入力接続を示しており、RTNAとNEGAが入れ替わ
っています。それに関連した理想ダイオードは逆バイアスさ
れていますが、バッテリBが電力を供給しますので、誤配線
は負荷からは見えません。
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図4はRTNBとNEGAが入れ替わった別の誤配線を示してお
り、一方の電源がLTC4355の両方のRTN入力に接続され、
他方の電源がLTC4354の両方の－48V入力に接続されてい
ます。この場合、図1に示されている3個のダイオードの逆入
力保護ネットワークがLTC4355への損傷を防ぎます。負荷
はバッテリBによって動作しますが、電流はグランド配線を
通過した後にやっと負荷に到達します。

図5は誤接続されたバッテリBを示しています。逆向きのバ
ッテリは、NEGBに接続されたダイオードが逆バイアスさ
れるので、負荷に影響を与えません。LTC4354両端の電
圧は100Vを超えることができ、外部クランプを追加して
DRAINピンを保護することができます。

図2～図5では、RTNAとRTNBへの正しい安全グランド接
続が与えられています。RTNAとRTNBの間に大きな電位
差があると損傷を受けることがあります。図6は、RTNBで
はなくNEGBに誤って接続された安全グランド(RGND)を示し

ています。この場合、電源が直列に接続され、負荷両端に現
れる電圧は100V近くになり、損傷を与えることがあります。
これは、ディスクリート・ダイオードのソリューションで見られ
る状況と異なりません。出力両端に置かれたTransZorbは、
入力のヒューズが溶断して高電圧を負荷から絶縁するまで負
荷を保護します。
 
まとめ
デュアル・フィード・アプリケーションでは、電源の誤接続
が起きることがあり、負荷を損傷する可能性があります。
LTC4355とLTC4354を使った理想ダイオード・ソリューシ
ョンはショットキー・ダイオードと同様の保護を与えますが、
電力損失が大幅に減少します。最終的にコンパクトなレイア
ウトと改善された効率が得られます。

図3. RTNAとNEGAの逆接続

図4. RTNBとNEGAの入替り

図5. 逆接続されたバッテリB

図6. NEGBに誤接続されたGND
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